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市
政
を
問
う

今
定
例
会
で
は
、
全
6
会
派
が
大

綱
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

《用語解説》 ＊1⃝大綱質疑…提出された議案について、詳細な審査を行う委員会に付託する前に、大まかに
質疑を行うもの。

＊1

■
議
第
１
号
三
条
市
空
き
家
等
の
適
正
管

理
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

問
三
条
市
に
は
ど
の
く
ら
い
空
き
家
が
あ

る
の
か
。ま
た
、条
例
を
制
定
し
て
空
き
家

対
策
を
ど
う
進
め
る
の
か
。

答
空
き
家
数
は
３
９
７
０
戸
、空
き
家
率

は
10・８
％
で
あ
る
。倒
壊
や
破
損
に
よ
る
生

命
、財
産
等
の
被
害
防
止
に
努
め
る
。

問
実
態
の
把
握
、調
査
の
組
織
体
制
は
ど

う
か
。

答
消
防
、警
察
、自
治
会
長
、民
生
委
員
な

ど
の
協
力
を
願
う
。環
境
課
職
員
、建
築
課

職
員
で
実
態
把
握
す
る
。

問
代
執
行
を
想
定
し
た
物
件
は
あ
る
の

か
。施
行
日
が
１
月
１
日
だ
が
、冬
期
の
対

策
を
考
え
て
の
こ
と
か
。

答
現
在
、行
政
代
執
行
は
想
定
し
て
い
な

い
。積
雪
時
期
を
前
に
施
行
す
る
こ
と
で
、

仮
に
管
理
不
全
の
空
き
家
等
が
あ
っ
た
場

合
、被
害
を
防
ぎ
た
い
。

■
議
第
２
号
三
条
市
立
保
育
所
条
例
の一

部
改
正
に
つ
い
て

問
移
管
予
定
の
福
祉
法
人
の
運
営
実
績

は
ど
う
か
。名
下
保
育
所
統
合
後
の
跡
地

利
用
は
ど
う
か
。統
合
に
つ
い
て
の
理
解
は

得
ら
れ
た
の
か
。

答
田
島
保
育
所
の
移
管
先
法
人
の
社
会

福
祉
法
人
三
条
福
祉
会
は
、一ノ
門
わ
く
わ

く
保
育
園
を
、荒
沢
保
育
所
の
移
管
先
法

人
の
社
会
福
祉
法
人
し
た
だ
は
、お
ぎ
ぼ

り
、あ
い
あ
い
、い
い
だ
の
３
保
育
園
を
運
営

し
て
い
る
。跡
地
の
利
用
方
法
は
決
ま
って
い

な
い
。保
護
者
、地
域
か
ら
理
解
を
得
た
。

問
荒
沢
保
育
所
と
名
下
保
育
所
の
統
合
、

民
営
化
で
、送
迎
バ
ス
の
維
持
、管
理
は
大

丈
夫
か
。今
回
の
よ
う
な
場
合
、民
営
で
な

く
公
立
で
運
営
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
送
迎
バ
ス
の
運
行
に
は
年
間
１
０
０
万

円
の
補
助
金
を
交
付
し
て
い
る
。移
管
先
法

人
は
こ
れ
ま
で
も
実
績
が
あ
る
。

■
議
第
３
号
三
条
市
防
災
会
議
条
例
等
の

一部
改
正
に
つ
い
て

問
防
災
会
議
の
消
防
団
長
の
定
数
が
３
か

ら
１
に
な
る
。広
域
性
を
考
え
各
方
面
隊
か

ら
選
出
す
る
考
え
は
な
い
の
か
。

答
防
災
会
議
が
審
議
機
関
に
性
格
を
変

え
た
こ
と
で
、消
防
団
と
し
て
の
統
一
見
解

を
述
べ
て
い
た
だ
く
と
い
う
趣
旨
か
ら
定
数

を
減
じ
た
。

■
議
第
４
号
三
条
市
交
流
促
進
セ
ン
タ
ー

条
例
の一部
改
正
に
つ
い
て

問
名
称
を
三
条
市
下
田
地
域
交
流
拠
点

施
設
に
変
え
る
理
由
と
検
討
状
況
は
ど
う

か
。答下

田
地
域
の
活
性
化
を
図
る
拠
点
施
設

で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
し
た
。住
民
に
よ
る

検
討
委
員
会
を
設
置
し
、施
設
の
レ
イ
ア
ウ

ト
、事
業
内
容
、運
営
方
法
を
検
討
し
た
。

■
議
第
９
号
平
成
24
年
度
三
条
市
介
護
保

険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

問
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
の
23
年
度
決

算
認
定
に
お
い
て
、歳
入
歳
出
差
引
残
額
約

１
億
１
３
２
１
万
円
の
う
ち
、約
８
３
１
９
万

円
を
補
正
予
算
で
基
金
に
計
上
し
て
い
る
。

昨
年
は
３
８
０
万
円
で
あ
っ
た
。増
額
し
て
基

金
積
み
立
て
を
し
た
要
因
は
何
か
。

答
平
均
利
用
月
額
な
ど
が
当
初
計
画
よ

り
下
回
り
、約
５
０
０
０
万
円
の
差
が
生

じ
、介
護
給
付
費
及
び
介
護
予
防
給
付
費

で
事
業
所
か
ら
約
３
０
０
０
万
円
返
還
さ

れ
た
。合
計
８
０
０
０
万
円
を
基
金
へ
積
み

立
て
た
。

■
認
定
第
１
号
平
成
23
年
度
決
算
の
認
定

に
つ
い
て（一般
会
計
等
）

問
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
の一
環
と
し
て

設
置
し
た
生
ご
み
堆
肥
化
施
設
に
は
、学
校

給
食
の
残
り
だ
け
で
、事
業
所
か
ら
毎
日
、

排
出
さ
れ
て
い
る
生
ご
み
は
回
収
さ
れ
て
い

な
い
。な
ぜ
進
ま
な
い
の
か
。

答
事
業
所
の
生
ご
み
を
完
熟
堆
肥
化
セ
ン

9月
定例会大
綱
　

　
質
疑

タ
ー
に
搬
入
す
る
場
合
は
水
分
を
よ
く
切

る
、可
燃
ご
み
と
分
別
す
る
な
ど
の
手
間
が

か
か
る
こ
と
な
ど
の
た
め
、な
か
な
か
進
ん
で

い
な
い
。今
後
は
受
け
入
れ
手
数
料
見
直
し

の
検
討
や
、一般
家
庭
の
生
ご
み
搬
入
に
つ
い

て
も
社
会
実
験
的
に
取
り
組
む
こ
と
な
ど

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
一
般
会
計
決
算
の
執
行
率
は
歳
入
が
78・

5
％
、歳
出
が
75・3
％
と
低
い
。歳
出
の
４

分
の
１
が
未
執
行
と
な
っ
た
理
由
は
何
か
。

答
第一中
学
校
区
、第
二
中
学
校
区
の
小
中

一
体
校
の
建
設
費
の
翌
年
度
へ
の
繰
り
越
し

や
災
害
復
旧
事
業
、東
日
本
大
震
災
緊
急

対
策
資
金
預
託
金
、新
潟・福
島
豪
雨
災
害

緊
急
対
策
資
金
預
託
金
の
不
用
額
な
ど
に

よ
り
執
行
率
が
低
下
し
た
。適
正
な
見
積

も
り
に
よ
る
予
算
計
上
と
効
率
的
な
執
行

に
努
め
て
い
き
た
い
。

問
三
条
市
財
政
状
況
の
認
識
は
ど
う
か
。

答
国
と
地
方
が
抱
え
て
い
る
財
政
状
況

は
、行
き
着
く
と
こ
ろ
ま
で
行
き
着
い
た
と

い
う
認
識
。財
政
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
た
め
新
経

営
戦
略
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
定
め
た
。

問
各
指
数
、財
政
目
標
の
決
算
に
お
け
る

評
価
は
ど
う
か
。

答
経
常
収
支
比
率
が
悪
化
し
財
政
の
硬
直

化
が
進
ん
だ
。公
債
費
比
率
は
改
善
し
た
。

問
決
算
状
況
の
広
報
に
つい
て
９
月
議
会
前

周
知
の
根
拠
は
。専
門
用
語
が
多
す
ぎ
る
。

答
議
会
前
の
発
行
は
問
題
な
い
。理
解
し

や
す
い
よ
う
他
市
を
参
考
に
す
る
。

問
時
間
外
勤
務
増
加
の
要
因
は
何
か
。福

祉
保
健
部
で
の
減
少
の
背
景
は
何
か
。

答
７・29
豪
雨
災
害
、東
日
本
大
震
災
が

原
因
で
あ
る
。福
祉
保
健
部
の
減
少
は
縮

減
対
策
が
要
因
の一つ
で
あ
る
。

問
市
税
の
回
収
努
力
は
ど
う
か
。

答
２
グ
ル
ー
プ
３
班
体
制
で
徴
収
体
制
の

強
化
を
図
っ
た
。

問
平
成
23
年
度
の
事
務
報
告
書
で
は
、三

条
市
の
公
営
住
宅
は
８
６
３
戸
の
う
ち
入

居
世
帯
数
は
８
３
４
戸
で
あ
り
、29
戸
が
空

き
室
と
な
っ
て
い
る
。空
き
室
の
状
況
は
、現

在
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。そ
し
て
、今
後
の

公
営
住
宅
の
改
築
、改
修
の
計
画
は
ど
う

か
。加
え
て
、空
き
室
解
消
の
方
策
な
ど
、

ど
の
よ
う
に
講
じ
て
い
る
の
か
。

答
三
条
市
の
公
営
住
宅
は
、昭
和
40
年
、

50
年
代
に
建
て
ら
れ
た
も
の
が
６
割
を
占
め

て
老
朽
化
が
進
行
し
、古
い
住
宅
か
ら
空
き

室
が
生
じ
て
き
て
い
る
。こ
の
こ
と
か
ら
現

在
、長
期
的
視
点
に
立
ち
、既
存
の
公
営
住

宅
の
維
持
管
理
費
用
の
抑
制
も
考
え
、平

成
24
、25
年
度
の
２
か
年
で
三
条
市
市
営
住

宅
等
長
寿
命
化
計
画
の
策
定
に
向
け
、取

り
組
み
を
進
め
て
い
る
。平
成
23
年
度
か
ら

偶
数
月
に
空
き
室
状
況
を
広
報
さ
ん
じ
ょ

う
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
周
知
し
、奇
数

月
に
抽
選
を
行
って
い
る
。こ
の
よ
う
に
募
集

回
数
を
増
や
し
な
が
ら
、よ
り
き
め
細
や
か

な
情
報
提
供
に
努
め
て
い
き
た
い
。

問
三
条
市
私
債
権
管
理
条
例
が
今
年
１

月
に
制
定
さ
れ
た
。督
促
や
強
制
執
行
等

の
処
理
基
準
が
明
ら
か
に
な
り
、徴
収
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
私
債
権（
住
宅
使
用
料
、

水
道
料
金
な
ど
）を
放
棄
で
き
る
こ
と
に

な
っ
た
。３
月
ま
で
の
実
績
は
ど
う
か
。

答
債
権
の
放
棄
は一
定
の
要
件
を
満
た
し

た
場
合
に
可
能
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、50
万

円
未
満
の
私
債
権
に
つ
い
て
３
月
末
で
、合

計
１
１
９
１
件
、約
５
６
６
万
円
を
不
納
欠

損
処
分
と
し
た
。

問
中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
で
、三
条
マ

ル
シ
ェ
を
７
回
開
催
し
た
。開
催
場
所
の
商

店
へ
の
波
及
効
果
は
ど
う
か
。

答
回
数
を
重
ね
る
に
つ
れ
、既
存
店
舗
が
マ

ル
シェ
を
活
用
し
て
新
規
顧
客
を
取
り
入
れ

よ
う
と
し
て
い
る
。

問
木
造
住
宅
耐
震
化
事
業
費
に
つ
い
て
、

内
閣
府
は
地
震
災
害
に
お
い
て
対
策
を
講

じ
れ
ば
被
害
を
減
ら
せ
る
と
指
摘
し
て
い

る
。木
造
住
宅
耐
震
化
事
業
は
重
要
だ
が
、

進
ま
な
い
原
因
は
何
か
。

答
昨
年
は
水
害
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。

耐
震
改
修
は
資
金
的
な
問
題
も
あ
り
、な

か
な
か
踏
み
切
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
。

■
認
定
第
２
号
平
成
23
年
度
決
算
の
認
定

に
つ
い
て（
水
道
事
業
会
計
）

問
千
年
悠
水
の
売
り
上
げ
減
や
ブ
ラ
ン
ド

化
が
全
庁
的
な
取
り
組
み
に
な
ら
な
い
原

因
は
何
か
。

答
市
場
が
飽
和
状
態
で
廉
価
販
売
競
争

が
あ
る
。全
庁
的
に
周
知
し
て
い
る
。

日
本
共
産
党
議
員
団

　

認
定
第
１
号
平
成
23
年
度
決
算
の
認

定
（
一般
会
計
等
）
に
つい
て
、
職
員
人
件

費
の
正
規
職
員
を
減
ら
し
非
正
規
職
員
を

増
や
す
手
法
は
、
地
域
経
済
へ
の
影
響
が

懸
念
さ
れ
る
た
め
反
対
で
あ
る
。

　

ま
た
、
行
政
は
一
部
の
事
業
所
だ
け
支

援
す
る
の
で
は
な
く
、
市
内
業
者
に
広
く

経
済
波
及
効
果
が
及
ぶ
支
援
を
取
る
べ
き

で
、
成
長
産
業
分
野
進
出
支
援
事
業
補

助
金
は
反
対
で
あ
る
。
商
工
会
議
所
振
興

事
業
費
補
助
金
は
、
小
規
模
、
下
請
業
者

に
責
任
を
持
つ
商
工
行
政
が
進
め
る
べ
き

で
、
商
工
会
議
所
に
丸
投
げ
す
る
よ
う
な

補
助
に
反
対
す
る
。　

　

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
は
、
75

歳
と
い
う
年
齢
で
差
別
す
る
医
療
制
度
で

あ
り
制
度
廃
止
の
立
場
か
ら
反
対
す
る
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
は
、

国
か
ら
見
込
め
な
い
と
さ
れ
て
い
た
特
別

調
整
交
付
金
５
０
０
０
万
円
が
入
っ
た
た

め
、一般
会
計
か
ら
の
繰
入
予
定
額
が
そ
の

分
差
し
引
か
れ
た
。
国
保
税
が
払
え
な
い

人
が
増
加
す
る
中
で
、
繰
り
入
れ
は
そ
の

ま
ま
国
保
会
計
に
入
れ
、
赤
字
解
消
に
回

す
べ
き
で
あ
り
反
対
す
る
。

　

請
願
に
つ
い
て
、
本
請
願
と
同
趣
旨
の

30
人
学
級
を
求
め
る
請
願
は
、
第
３
回
定

例
会
で
採
択
済
み
。
ま
た
国
に
教
育
条
件

整
備
拡
充
を
求
め
る
こ
と
は
必
要
で
あ
り

採
択
す
べ
き
で
あ
る
。

自
由
ク
ラ
ブ

　

認
定
第
１
号
平
成
23
年
度
決
算
の
認

定
（
一般
会
計
等
）
に
つい
て
、
当
初
予
算

で
掲
げ
ら
れ
た
５
つ
の
徹
底
・
３
つ
の
基
盤

強
化
の
着
実
な
推
進
に
加
え
、
災
害
復
旧

対
策
も
着
実
に
進
め
ら
れ
て
お
り
、
適
正

な
執
行
を
確
認
し
た
。

　

ま
た
、
厳
し
い
財
政
状
況
に
も
か
か
わ

ら
ず
新
経
営
戦
略
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
き

さ
ま
ざ
ま
な
対
策
に
取
り
組
み
、
結
果
と

し
て
計
画
の
約
１
億
６
０
０
０
万
円
を
上

回
る
約
２
億
３
０
０
万
円
の
効
果
を
得
た

こ
と
は
、
評
価
を
惜
し
む
も
の
で
は
な
い
。

　

反
対
討
論
で
述
べ
ら
れ
た
期
限
付
任
用

職
員
報
酬
、
成
長
産
業
分
野
進
出
支
援

事
業
補
助
金
及
び
商
工
会
議
所
振
興
事

業
費
補
助
金
に
つい
て
は
、
い
ず
れ
も
予
算

の
趣
旨
及
び
目
的
に
沿
っ
て
適
正
に
執
行

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
瑕
疵
は
な
く
、
認
定

す
べ
き
。

　

特
別
会
計
に
つ
い
て
、
国
民
健
康
保
険

事
業
で
は
、
歳
入
歳
出
い
ず
れ
も
瑕
疵
は

な
く
、
適
正
に
執
行
さ
れ
て
お
り
、
特
別

調
整
交
付
金
の
獲
得
な
ど
健
全
財
政
に
向

け
た
取
り
組
み
が
認
め
ら
れ
る
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つい
て
は
、一

自
治
体
で
は
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

制
度
そ
の
も
の
を
否
定
す
る
意
見
に
は
賛

同
で
き
な
い
。

　

以
上
認
定
第
１
号
は
認
定
す
べ
き
。

　

請
願
に
つい
て
は
い
ず
れ
も
委
員
長
報
告

を
支
持
す
る
。

討

論
＊1

《用語解説》 ＊1⃝討論…提出議案や請願などについて、賛成・反対意見を表明することをいう。

大 綱 質 疑・討 論




